
Swedish Snowball  Candles

虫よけキャンドルをつくろう

ISBJÖRN

イスビョンは、スウェーデンのふたりのママが「子どもたちにもアウト

ドアを楽しんでほしい」とはじめたアウトドアブランド。 親子での外

遊びがもっと楽しくなるようなアイデアを紹介します。 今回は虫よけ

キャンドルづくりに挑戦！　先生はキャンドル作家のTakamiさんです。
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キレイなキャンドルだね



 

How to make an Outdoor Candle
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子どもたちと一 緒 に
アウトドアを楽しみたい

［お問い合わせ先］  RCTジャパン   ☎ 03-6303-1039　isbjorn.jp

虫 よけキャンド ルをつくろう

天然素材のテンセルと化繊を組み合わせたハイブリッド素
材を使用した柔らかな着心地のファーストレイヤー。夏のア
ウトドアアクティビティに適しています。

MOUNTAIN LONG SLEEVE  ￥4,400（税抜）
サイズ：86/92, 98/104, 110/116, 122/128, 134/140, 146/152

カラー：Blue（ブルー）、Azelea（アゼリア）

素材がナイロン100%なので、超軽量でウィンドプルーフ
かつウォータープルーフのジャケット。通学にはもちろん、
夏の大冒険にも最適のアイテムです。

LIGHT WEIGHT RAIN ¥12,000（税抜）
サイズ：86/92, 98/104, 110/116, 122/128, 134/140,

カラー：Twilight Purple（トワイライトパープル）、Lime（ライム）、
Swedish Blue（スウェディッシュブルー）

ISBJÖRN 2014 Spring&Summer Collection

写真：福田真知子

材料 パラフィンワックス（蝋）350g

（用意できない場合は市販のローソク7号サイズで10本くらい）

タコ糸、またはキャンドル専用の芯
クレヨン
紙コップ（205㎖）

虫よけ効果のある精油（レモングラス・ユーカリ・シトロネラ）
落ち葉や小枝
ボンド、ガムテープ、カッターナイフ、ペティナイフ、はさみ、
温度計、竹串、わりばし、輪ゴム、軍手
ホーロー鍋（空き缶などに蝋を入れて湯煎で溶かしても可）

竹串で紙コップの底の中心に穴をあ
け、芯を通す。1cmくらい穴から芯を
出して、蝋が漏れないようガムテープで
しっかり留める。

ワックス 200g（または市販のローソク
200g 分）を鍋に入れて透明になるま
で溶かし（80℃くらい）、紙コップの上
から５cmくらいのところまでワックスを流
しこんで 10 分ほど待つ。

外側が固まってきたら、竹串で固まった
縁をなぞって上の膜をすくい、固まって
いない蝋を鍋に移す。蝋が熱いので軍
手をして作業する。

③で鍋にあけた蝋を溶かし、そこにクレ
ヨンをカッターで削り入れ、蝋に色をつ
ける。精油を 5 滴入れる。　※クレヨ
ンの量が多すぎると燃えにくくなるので
入れすぎに注意！

④の蝋を、③の紙コップの底から３cm
ほどのところまで流し入れる。わりばし
2 本の両サイドを輪ゴムで止めたものを
使い、芯がまんなかになるように挟む。

完全に固まったら紙コップをはがし、キャ
ンドルを取りだす。外側にボンドで落ち
葉を仮留めする。小枝は、接着面を平
らに削るとキャンドルにつきやすい。

残りのワックス 150gを溶かし、80℃に
なったら、⑥のキャンドルを 1 回浸して
取りだし、すぐに落ち葉がキャンドルに
接着するように、ティッシュやラップをつ
かって手で押さえてなじませる。

浸した蝋が乾いたら、できあがり。外で
灯りをともしてみよう！

大人と一緒につくろう

Takami   キャンドル作家。 2004 年からキャンドルづくりをはじめ、ひとりひとりに合わせた「インプレッションキャンドル」などを制作。音楽と灯りを楽しむキャンドルナイト、手づくりワー
クショップなど、独自のスタイルで活動しながら古来から伝わる神聖な灯りの魅力を伝えている。  t akamicand le .shop-pro . jp

※蝋が熱くなるとやけどの恐れがありますので、必ず親子で一緒につくってください。
※加熱には卓上 IH調理器がおすすめです。一般のコンロを使用する場合、急激に温度があがり、蝋が発火する可能性があります。温度を確認しながら注意しておこなってください。

［ 注意 !! ］
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スウェーデンのふたりのママが、子どもたち

にもアウトドアを楽しんでほしいという想い

からウェアづくりを始めたブランドです。イ

スビョンとはスウェーデン語で「北極くま」。

ハードな使用や悪天候にも負けないことか

ら、自然界でもっともタフな北極くまをブラ

ンドの名前とシンボルにしました。イスビョ

ンはお子さまが通学や公園など活発に動くと

きに必要なウェアを提供しています。


